
 

 

ごあいさつ 
 

本日はお忙しい中， 

私たち「アンサンブル・エスカルゴ」の演奏会に 

お越し頂きまして有り難うございます。 

「アンサンブル・エスカルゴ」はグループ結成 39 年目を迎えました。 

北村正彦先生のご指導のもと、 

月１回の練習と、春と秋に２日間の合宿を行っています。 

団員が東京・埼玉・千葉・茨城・京都に在住のため、 

各地から集まっての練習で、思うようには進みませんが、 

練習の成果を聴いて頂きたく、 

１年９ヶ月ぶりに演奏会を開催することに致しました。 

季節は６月、 

雨に濡れた葉っぱの陰に角を伸ばしたカタツムリ達が 

生き生きと動き回っているでしよう。 

私たち 13 匹のエスカルゴも負けずに演奏したいと思います。 

どうぞ最後までお聴きになって、ご意見やご感想をお聞かせ下さい。 

最後に、皆様の温かいお心に支えられて、 

この演奏会が開催できますことを心から感謝致します。 

 

「アンサンブル・エスカルゴ」一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 
 

◆ 讃美歌ロシメドレによる前奏曲   
R.ヴォーン･ウィリアムズ作曲 (P.クラーク編曲) 

 
ヴォーン・ウィリアムズのオルガン曲「３つのウェールズの讃美歌による前奏曲」の第２曲で、

19 世紀前半に北ウェールズ・ロシメドレの街に赴任したエドワーズ司祭による讃美歌が

もとになっています。冒頭の流麗な対旋律が印象的ですが、実はこれは独自に追加 

されたもので、本来のコラールは曲の中盤に登場する部分です。 

 

◆ リコーダー四重奏のための前奏曲とフーガ 第２番 
G.シャノン作曲 

 

米国の作曲家・リコーダー愛好家、シャノンの作品は近年日本でもすっかり 

おなじみになりました。どのパートの人も楽しめるように工夫された、気の合う 

仲間と楽しむのにちょうどいい軽妙な作品です。 

 

◆ リコーダーオーケストラのための「ラ・フォリア」変奏曲 
     G.シャノン作曲 

 
フォリアは、15 世紀末のポルトガルあるいはスペインが起源の、３拍子の緩やかな舞曲 

です。これを変奏曲形式で演奏することが 17 世紀イタリアで流行し、以来、コレッリや 

ジェミニアーニをはじめとする多くの作曲家が競って手がけてきました。みんなが大好きな

ラ・フォリアを、シャノンによる現代的なアレンジでお届けします。 

 

◆ ソナタ 第 15 番 D.カステッロ作曲 

 

バロック初期（17 世紀初め）のヴェネツィアの作曲家カステッロは、厳格なポリ 

フォニーと劇的なレチタティーヴォが交互に現れる新しい形式のソナタを発表して

同時代の音楽に多大な影響を与えました。ルネサンスからバロックへと時代が 

移り変わる中で器楽の可能性を模索したカステッロの、生き生きとした感性が 

発揮された作品です。 

 

◆ 枯葉 J.コスマ作曲 (木村知之編曲) 

 

言わずと知れた、シャンソンの名曲。ジャズ・ベーシスト木村知之によるこの瀟洒な 

リコーダーアレンジは SATB の編成で出版されていますが、本日は本来の構想通り、 

１オクターヴ下げて演奏します。 

 

【指揮・指導】 

北 村 正 彦 
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◆ 管弦楽組曲 第１番 (BWV 1066) J.S.バッハ作曲 
 
ルイ 14世の宮廷楽長・リュリが確立した緩急緩の形式の序曲に始まる、当時の様々な

舞曲や宮廷音楽の集大成となっている作品ですが、バッハ自身は「組曲」ではなく単に

「序曲」と呼んでいたようです。 

管弦楽組曲といえば第３番のいわゆる「G 線上のアリア」が有名ですが、今回の演奏会

では第１番を取り上げました。バッハの管弦楽組曲４作品の中では地味な存在ながら、

格調高い壮麗な響きが魅力的な作品です。リコーダーの特性を考慮して、原調のハ長

調から変ロ長調に移調して演奏します。 
 
１．序曲 

２．クーラント (３拍子の速い軽快な舞曲) 

３．ガヴォット I - II - I (２分の２拍子あるいは４分の４拍子の明快なリズムの舞曲) 

４．フォルラーヌ (北イタリア起源の８分の６拍子の速いテンポの舞曲) 

５．メヌエット I - II - I (３拍子の上品で優雅な舞曲) 

６．ブーレ I - II - I (速いテンポで力強い２拍子の舞曲) 

７．パスピエ I - II - I (８分の３拍子あるいは８分の６拍子の軽やかな活気のある舞曲) 

 

◆ ６本のリコーダーのための前奏曲とシャコンヌ ニ短調 
         K.ミーリング作曲 

 
この 10 年ほどの間に大型リコーダーは著しい発達を遂げました。それにより、それまでは

どちらかというと縁の下の力持ち的な存在であったグレートバスやコントラバスリコーダー 

にも、機動力や旋律的な役割が要求されるようになってきました。2011 年に発表された

この曲では、アルトからコントラバスまでの６声部が対等にからみあい、伝統的な手法を

踏襲しつつもリコーダー合奏の新時代の到来を予感させます。 
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指揮指揮指揮指揮        北村北村北村北村    正彦正彦正彦正彦    
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リコーダーリコーダーリコーダーリコーダー    アンサンブルアンサンブルアンサンブルアンサンブル    エスカルゴエスカルゴエスカルゴエスカルゴ    
Ensemble Escargot 

 

次回の演奏会は記念すべき結成 40 周年コンサートとなります。 

日程や場所は、決まり次第 ホームページにて発表します。 

どうぞお楽しみになさって下さい。 
 

- ホームページ - 
http://ensembleescargot.wixsite.com/ensemble-escargot 

- 動画で過去の演奏をご鑑賞いただけます - 

 

アンサンブルエスカルゴ 


